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報

(
昭
和
四
十
一
年
九
月
よ
-
昭
和
四
十
二
年
八
月
ま
で
)

〇
十
月
二
十
五
日
　
秋
の
文
学
散
歩
｡
二
回

生
が
竹
内
先
生
･
野
村
助
手
と
共
に
嵯
峨

野
方
面
へ
行
っ
た
｡

〇
十
一
月
十
九
日
　
牙
六
回
国
文
学
会
総

会
｡講

演
･
日
本
の
近
代
化
と
文
学
史

関
西
大
学
教
授

谷

　

沢

　

永

一

　

氏

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〃
女
子
大
生
の
あ
-
方
〃
　
　
在
学
生

〇
十
一
月
三
十
日
　
才
一
回
文
学
談
話
会
｡

テ
ー
マ
　
｢
源
氏
物
語
に
お
け
る
モ
ラ
ル
の

問
題
｣
で
原
田
先
生
と
卒
業
生
七
名
に
よ

っ
て
お
こ
な
っ
た
｡

〇
一
月
十
八
日
　
牙
二
回
文
学
談
話
会
｡

｢
山
家
集
｣
安
田
先
生
｡
出
席
者
十
名
に

て
お
こ
な
っ
た
｡

〇
一
月
二
十
六
日
　
卒
業
論
文
発
表
会
.
四

回
生
は
卒
業
論
文
に
つ
い
て
テ
ー
マ
の
選

択
理
由
'
内
容
感
想
等
を
発
表
｡

〇
二
月
二
十
三
日
　
予
飽
会
｡

〇
三
月
二
十
日
　
昭
和
四
十
一
年
度
卒
業

式
｡
半
田
能
子
ほ
か
五
十
三
名
が
卒
業
｡

二
十
二
日
'
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
謝
恩
会

が
催
さ
れ
た
｡

〇
四
月
二
十
七
日
　
四
十
二
年
度
新
二
回
生

七
十
九
名
の
歓
迎
会
を
お
こ
な
っ
た
｡

〇
五
月
十
五
日
　
春
の
文
学
散
歩
｡
例
年
ど

お
-
二
回
生
が
葵
祭
を
見
学
｡

〇
六
月
三
日
　
文
学
散
歩
｡
三
回
生
が
西
畑

助
教
授
と
半
田
助
手
の
引
率
の
も
と
に
吉

野
方
面
を
散
策
｡

〇
六
月
十
二
日
～
二
十
四
日
　
教
育
実
習
｡

四
回
生
五
十
四
名
が
樟
蔭
高
校
及
び
中
学

に
わ
か
れ
て
実
習
｡

〇
六
月
二
十
二
日
　
牙
九
回
国
文
学
会
評
議

員
会
｡
会
報
発
行
'
総
会
'
､
国
文
卒
業
生

の
つ
ど
い
等
に
つ
い
て
協
議
｡

宮
滝
･
秋
津
野
文
学
散
歩

.
西
畑
先
生
'
半
田
さ
ん
と
共
に
'
国
文
科

三
回
生
約
二
十
名
は
'
六
月
三
日
'
吉
野
川

沿
い
の
万
葉
遺
跡
を
尋
ね
ま
し
た
｡
近
鉄
線

下
市
駅
か
ら
バ
ス
で
宮
滝
ま
で
行
き
ま
す
｡

吉
野
に
は
歴
代
諸
天
皇
が
行
幸
さ
れ
'
殊

に
持
続
天
皇
は
し
ば
し
ば
当
地
を
訪
れ
て
お

ら
れ
ま
す
｡
宮
滝
付
近
が
そ
の
吉
野
離
宮
虻

な
の
で
す
｡

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
が
整
備
さ
れ
'
文
化

住
宅
も
あ
る
周
囲
の
様
子
に
驚
き
を
覚
え
な

が
ら
'
近
く
の
宵
滝
小
学
校
に
出
土
品
が
あ

る
と
聞
き
'
初
夏
の
日
ざ
し
を
全
身
に
浴
び

て
少
し
歩
い
て
ゆ
-
と
'
赤
人
の
歌
碑
が
立

っ
て
い
ま
し
た
｡

み
吉
野
の
象
山
の
際
の
木
末
に
は
幾
許
も

さ
わ
ぐ
鳥
の
声
か
も

小
学
校
の
南
側
の
山
が
三
船
山
で
す
｡

滝
の
上
の
三
船
の
山
に
居
る
雲
の
常
に
あ

ら
む
と
わ
が
思
は
な
-
に
　
　
弓
削
皇
子

朝
霧
に
し
の
の
に
ぬ
れ
て
呼
子
烏
三
船
の

山
ゆ
鳴
き
渡
る
見
ゆ
　
　
　
　
作
者
不
明
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い
ず
れ
も
万
葉
集
に
見
え
る
歌
で
す
が
､

吉
野
の
激
瑞
を
へ
だ
て
て
雲
霧
の
去
来
し
た

古
代
が
ふ
と
し
の
ば
れ
ま
し
た
｡
宮
滝
か
ら

更
に
夢
の
わ
だ
を
渡
-
象
の
小
川
に
沿
っ
て

桜
木
神
社
に
行
き
ま
す
｡

苦
見
し
象
の
小
川
を
今
み
れ
ば
い
よ
よ
さ

や
け
く
な
-
に
け
る
か
も
　
　
大
伴
旅
人

水
は
冷
た
く
澄
ん
で
'
懸
港
の
し
ぶ
き
は

珠
の
よ
う
で
す
｡
一
時
半
'
桜
木
神
社
を
後

に
t
t
秋
津
野
へ
戻
-
ま
し
た
｡
こ
の
頃
か

ら
急
に
空
模
様
が
変
-
ポ
ッ
-
ポ
ッ
-
と
雨

が
降
-
出
し
た
の
で
す
｡
秋
津
野
の
地
名
の

解
釈
に
も
色
々
あ
-
'
書
紀
の
蟻
蛤
に
ち
な

ん
で
い
る
と
か
'
広
々
し
た
明
る
い
野
の

意
だ
と
か
い
わ
れ
ま
す
｡
た
し
か
に
こ
こ
で

は
吉
野
の
渓
谷
は
急
に
開
け
て
'
眼
下
に
ゆ

る
い
吉
野
川
の
流
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
｡

や
す
み
し
し
　
わ
が
大
王
は
　
み
吉
野
の

飽
津
乃
小
野
の
　
野
の
上
に
は
　
跡
見
据

ゑ
置
き
て
　
み
山
に
は
　
射
部
立
て
渡
し

朝
猟
に
　
鹿
猪
ふ
み
起
し
　
夕
狩
に

鳥
踏
み
立
て
　
馬
山
毘
め
て
　
御
猟
ぞ
立
た

す
　
春
の
茂
野
に
　
　
　
　
　
山
部
赤
人

雨
は
ま
す
ま
す
強
-
な
-
そ
う
な
の
で
宵

滝
へ
戻
る
こ
と
に
な
-
ま
し
た
｡
三
船
山
の

頂
上
は
不
気
味
な
黒
雲
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
｡
時
間
と
雨
に
せ
き
た
て
ら
れ
私
た
ち

は
'
心
残
-
に
思
い
な
が
ら
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
｡み

吉
野
の
秋
津
の
川
の
万
世
に
絶
ゆ
る
こ

と
な
く
ま
た
還
-
見
む
　
　
　
　
笠
金
村

(
国
三
　
野
間
節
子
記
)

昭
和
四
十
二
度
度
講
義
題
目

国
文
学
概
論

国
文
学
史
概
説

国
文
学
研
究

和
歌
史
論

中
世
歌
人
論

芭
蕉

近
代
短
歌

近
代
小
説

国
文
学
講
読

万
葉
集

宇
津
保
物
語

安
田
　
章
生

原
田
　
芳
起

安
田
　
章
生

安
田
　
章
生

木
村
三
四
吾

安
田
　
青
風

山
根
　
貿
吉

安
田
　
育
風

原
田
　
芳
起

和
泉
式
部
日
記

枕
草
子

新
古
今
集

謡
曲

花
伝
書

西
鶴

浄
瑠
璃
･

蕪
村

国
文
学
演
習

大
和
物
語

源
氏
物
語
･
須
磨

源
氏
物
語
･
藤
裏
葉

堤
中
納
言
物
語

今
昔
物
語

山
家
集

百
人
一
首

閑
吟
集

国
語
学
概
論

国
語
学
史
概
説

国
語
法
概
論

国
語
表
現
論

詰
し
こ
と
ば

国
語
科
教
科
教
育
法

竹
内
美
千
代

細

川

　

　

馨

西

畑

　

　

芙

久

保

　

　

重

西

畑

　

　

芙

木
村
三
四
吾

横

山

　

　

正

八
亀
　
師
勝

竹
内
美
千
代

竹
内
美
千
代

久
保

原
田

原
田

安
田

安
田

西
畑

原
田

鈴
木

重
芳
起

芳
起

草
生

草
生芙

芳
起

一
男

畠
田
　
勇
雄

竹
内
美
千
代

山
上
-
チ
子

鈴

木

一

男
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撹

昭
和
四
十
一
年
度
卒
業
論
文
題
目

鴨

長

明

研

究

　

　

　

　

　

　

　

塚

本

　

朋

子

有
島
武
郎
論
1
｢
カ
イ
ン
の
末
窃
｣
を
中

菊
池
寛
研
究

西
行
と
慈
鎮

山
本
有
三
論

秋
山
　
温
代

秋
山
　
洋
子

伊
勢
谷
友
子

芭
蕉
論
　
-
　
紀
行
文
を
中
心
に
　
-

稲
村
　
寿
野

佐
藤
春
夫
研
究

西
鶴
『
置
土
産
』
研
究

近
松
の
浄
瑠
璃

川
端
康
成
の
研
究

｢
若
菜
集
｣
研
究

森
鴎
外
論

竹
取
物
語
研
究

化
政
期
歌
舞
伎
と
鶴
屋
南
北

樋
口
一
葉
と
そ
の
日
記

太
宰
治
論

良
寛
研
究

芥
川
竜
之
介
論

小
林
一
茶
『
お
ら
が
春
』
研
究

｢
智
恵
子
抄
｣
論

芭
蕉

太
宰
治
論

仮
名
文
字
と
書
道
史

与
謝
野
晶
子

曲
亭
馬
琴
の
研
究

中
原
中
也
｢
山
羊
の
歌
｣
論

乾
　
富
喜
子

岡
所
　
厚
子

神
吉
　
淳
子

木
村
　
節
子

岸
田
　
光
枝

北
野
　
靖
子

絹
谷
　
和
子

久
保
田
節
子

小
池
　
由
子

小
山
ち
か
子

坂
口
　
圭
子

清
水
三
律
子

新
城
　
和
子

下
牧
　
芳
美

神
田
加
津
代

新
開
美
代
子

田
中
　
睦
美

高
岡
　
祥
子

武
内
寿
美
子

谷

　

　

保

代

心

と

し

て

　

-

萩
原
朔
太
郎
研
究

鯖
蛤
日
記
研
究

異
版
日
本
永
代
蔵
考

伊
勢
物
語
論

蛇
性
の
妊
典
拠
再
考

徳
永
　
睦
子

中
川
　
由
美

中
島
　
浩
子

中
洲
佐
由
美

中

村

　

　

祥

南
部
　
栄
子

二
平
家
物
語
｣
小
考

与
謝
野
晶
子
諭

樋
口
一
葉
研
究

秋
成
研
究
　
-
　
『
雨
月
物
語
』

の
人
と
文
学
　
-

樋
口
一
葉
『
に
ご
-
え
』
論

山
田
　
伸
枝

山
本
百
合
子

和
田
せ
つ
子

に
見
る
秋
成

渡
辺
　
伸
子

藤
井
紀
代
子

小
林
秀
雄
の
『
無
常
と
い
う
事
』

原
田
　
幸
子

土
佐
日
記
の
研
究

観
世
元
雅
の
研
究

樋
口
一
葉
研
究

竹
取
物
語
研
究

女
房
言
葉

紫
式
部
論

春
井
　
文
子

半
田
　
能
子

樋
口
　
知
子

東
野
　
富
子

乎
見
　
輝
代

福
家
久
美
子

執

筆

者

紹

介

原

　

田

　

芳

　

起

　

　

本

　

学

　

教

　

授

万
葉
集
に
お
け
る
葦
屋
菟
原
処
女
伝
歌
の
1

竹
　
内
　
美
千
代

本

　

学

　

教

考
察

徒
然
草
の
研
究

独
歩
｢
源
叔
父
｣
論

狭
衣
物
語
研
究

難
波
の
文
学

立
原
道
道
論

枕
草
子
に
み
ら
れ
る
清
少
納
言

詩
人
島
崎
藤
村
論

俊
成
論

大
鏡
研
究

松
浦
　
郷
子

松
尾
　
宏
子

松
木
　
淑
子

松
本
満
知
子

万
野
　
礼
子

水
本
　
寛
子

宮
本
　
幸
子

森
川
美
板
子

森
田
　
芳
子

山
口
万
亀
子

西

　

畑

　

　

　

実

本

学

助

教

授

八

　

亀

　

師

　

勝

本

　

学

　

講

　

師

杉
　
本
　
真
理
子

本
学
国
文
科
学
生

竹

　

島

　

智

　

子

本
学
国
文
科
学
生
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一
受
　
贈
　
図
　
書
∧
昭
和
四
十
一
年
十
月
～
同
四
十
二
年
九
月
>

跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
一
五

跡
見
学
園
国
語
科
研
究
会

香
椎
潟
　
第
一
二
号

福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会

学
苑
　
四
〇
年
九
月
'
一
〇
月
'
一
一
月
'

一
二
月
'
四
二
年
一
月
'
二
月
'
三
月
､
四

月
､
五
月
'
六
月
へ
　
七
月
'
八
月

昭
和
女
子
大
学
内
光
葉
会

学
術
研
究
一
五
号

早
稲
田
大
学
教
育
学
部

学
大
国
文
　
第
一
〇
号

大
阪
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室

紀
要
　
第
一
巻
第
一
号

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

共
立
女
子
大
紀
要
　
第
二
言
号

共
立
女
子
大
学
文
芸
部
国
文
学
研
究
室

金
城
文
学
　
三
六
号
'
三
七
号

金
城
学
院
大
学
国
文
学
会

近
代
文
学
研
究
一
三
号

東
洋
大
学
近
代
文
学
研
究
会

研
究
学
報
一
四
号

大
阪
帝
塚
山
学
院
短
期
大
学

甲
南
国
文
　
第
二
二
号

甲
南
女
子
大
学
国
文
学
会

国
学
院
雑
誌
　
四
1
年
八
月
'
九
月
'
1
0

月

へ

一

一

月

へ

一

二

月

'

四

二

年

1

月

'

二

月
'
三
月
'
四
月
'
五
月
七
　
六
月

国
学
院
大
学

国
語
学
研
究
　
六
㌧
　
七

東
北
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
刊
行
会

国
語
国
文
学
一
九
､
二
〇

名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
会

国
語
国
文
学
研
究
　
二
号

熊
本
大
学
法
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室

国
語
国
文
学
報
　
第
二
〇
集

愛
知
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会

国
語
国
文
学
論
文
集
　
第
五
集

熊
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

国
語
国
文
研
究
　
第
三
四
号
'
第
三
五
号
'

第
三
六
号
'
第
三
七
号

北
海
道
大
学
国
文
学
会

国
語
と
教
育
　
二
号

大
阪
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室

国
文
　
第
二
六
号
､
第
二
七
号

お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

国
文
学
　
第
八
号

愛
知
大
学
国
文
学
研
究
会

国
文
学
　
第
四
〇
号
'
第
四
言
可

関
西
大
学
国
文
学
会

国
文
学
漢
文
学
論
叢
　
第
二
一
輯

東
京
教
育
大
学
文
学
部

国
文
学
研
究
　
第
二
号

梅
光
女
学
院
短
期
大
学
国
文
学
会

国
文
学
研
究
　
第
三
四
集
'
第
三
五
集

早
稲
田
大
学
国
文
学
会

国
文
学
致
　
第
四
一
号
'
第
四
二
号
'
第
四
,

三
号広

島
大
学
国
語
周
文
学
会

国
文
学
論
考
　
第
三
号

都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会

国
文
鶴
見
　
第
二
号

鶴
見
女
子
大
学
日
本
文
学
会

語
文
　
第
二
五
輯
'
第
二
六
輯

日
本
大
学
国
文
学
会

語
文
　
第
二
六
輯
､
第
二
七
輯

大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室

語
文
研
究
　
第
二
二
号
'
第
二
三
号

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

駒
沢
国
文
　
第
五
号

駒
沢
大
学
国
文
学
会

国
立
国
語
研
究
所
年
報
一
七

国
立
国
語
研
究
所

白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
　
第
二
号

白
百
合
女
子
大
学

静
岡
女
子
大
短
期
大
学
国
語
国
文
論
集
　
三

乗
静
岡
女
子
大
短
期
大
学
国
文
研
究
室

実
践
文
学
　
第
二
九
号
'
第
三
〇
号

実
践
文
学
会

女
子
大
国
文
　
第
四
二
号
'
第
四
三
号
'
第

四
四
号
'
第
四
五
号
'
第
四
六
号
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京
都
女
子
大
学
国
文
学
会

人
文
科
学
紀
要
　
第
二
号

東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
国
文
学

漢
文
学
研
究
室

人
文
学
報
　
第
五
六
号

東
京
都
立
大
学
人
文
学
部

人
文
研
究
　
第
一
八
巻
第
一
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
会

人
文
論
究
　
第
二
七
号

北
海
道
教
育
大
学
函
館
人
文
学
会

成
蹟
大
学
文
学
部
紀
要
　
第
二
号

成
蹟
大
学
文
学
部

成
城
文
芸
　
第
四
四
号
､
第
四
五
号
'
第
四

六
号
'
第
四
七
号

成
城
大
学
文
芸
学
部
研
究
室

専
修
国
文
　
創
刊
号

専
修
大
学
国
語
国
文
学
会

玉
藻
　
第
二
号

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会

同
志
社
国
文
学
　
第
二
号

同
志
社
大
学
国
文
学
会

都
大
論
究
　
第
六
号

都
立
大
学
国
語
国
文
学
会

日
本
歌
謡
研
究
　
第
四
号

日
本
歌
謡
学
会

日
本
文
学
　
第
一
八
号

立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
研
究
室

日
本
文
学
誌
要
　
第
1
六
号
､
第
一
七
号

法
政
大
学
国
文
学
会

日
本
文
芸
研
究
　
第
1
八
巻
第
一
号
'
第
二

号
'
第
三
号

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会

梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
　
二

梅
花
女
子
大
学
文
学
部

藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
第
一
号
'
第
二
号

藤
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

文
学
会
論
集
　
三
二

甲
南
大
学
文
学
会

文
学
論
集
　
第
八
号

佐
賀
大
学
文
理
学
部

文
学
論
藻
　
第
三
四
号
'
第
三
五
号
､
第
三

六
号東

洋
大
学
国
語
国
文
学
会

文
芸
研
究
　
第
一
六
号
'
第
一
七
号

明
治
大
学
文
芸
研
究
会

文
芸
と
思
想
　
第
二
九
号
､
第
三
〇
号

福
岡
女
子
大
学
国
文
学
国
文
学
会

文
林
　
第
一
号

松
蔭
女
子
学
院
大
学
国
文
学
研
究
室

平
安
朝
文
学
研
究
　
第
一
三
号

早
稲
田
大
学
国
文
学
会
平
安
朝
文
学
研
究

会
法
文
論
叢
　
第
二
言
方

熊
本
大
学
法
文
学
会

山
辺
道
　
第
一
三
号

天
理
大
学
国
文
学
研
究
室

論
文
集
　
創
刊
号

園
田
学
園
女
子
大
学
国
文
学
会

和
洋
国
文
研
究
　
第
四
号
'
第
五
号

和
洋
女
子
大
学
国
文
学
会

樟

蔭

国

文

学

　

　

第

五

号

昭
和
四
十
二
年
十
1
月
十
五
日
印
刷

昭
和
四
十
二
年
十
1
月
二
十
日
発
行

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

編

集

者

　

国

　

文

　

学

　

会

(
代
表
者
　
安
田
草
生
)

大
阪
市
東
区
元
伊
勢
町
五
三
六

印
刷
所
　
共
進
社
印
刷
株
式
会
社

発
行
所

東
大
阪
市
菱
屋
酉
二
五
八

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

国

　

文

　

学

　

会
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